
大
豊
三
月
六
量
郵
便
物
認
莫
正
＋
年
三
月
二
‡
島
刷
禦
（
毎
月
｝
圓
一
H
智
嚢
）

　
　
　
　
　
　
　
蟄
三

　
　
　
　
　
　
　
　
4
（
、
饗

二四第巻六

　　號一＋六第璽
行螢日一月四年十正大

心
情
の
内
容
ε
意
志
の
内
容
…
…
…
交
學
博
士
　
西
田
幾
多
郎

合
理
性
封
非
合
理
性
の
問
題
を
通
じ
て
見
た
る
『
極
限
概
念
の

哲
學
』
（
承
前
）
…
…
…
…
：
：
・
…
：
：
…
法
學
博
士
左
右
田
喜
一
郎

歴
史
的
因
果
律
の
問
題
：
：
・
：
・
：
・
：
：
文
學
士
　
三
　
木
　
　
．
清
噛

新
著
紹
介
…
…
…
…
…
・
…
・
：
：
…
…
…
…
…
・
・
：
…
：
…
…
…
…

～矩
　
　
尋

内部學文畢大國喬都京

　會學哲都京



第第第

條條條

京
都
哲
學
會
規
則

本
懐
チ
京
都
糎
口
雄
・
會
ト
釈
…
ス

本
曇
ハ
廣
義
二
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

本
會
ハ
二
男
ノ
目
的
チ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
露
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
画
研
究
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
容
秋
二
厨
公
開
講
演
断
乎
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
団
雑
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
聚
行
ス

第
四
條
　
本
會
纂
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
内
二
置
〃

第
五
條
　
本
・
曾
ノ
事
業
チ
経
螢
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
チ
麗
〃

　
　
一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
二
大
毒
言
學
部
哲
學
科
敏
官
及
委
員
倉
三

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
極
製
充
ン

　
　
一
、
　
轍
N
即
閑
（
一
名
）
委
昌
昇
念
冒
二
千
広
テ
柳
田
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
テ
聖
會
負
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
㎝
掌
撲
、
　
憎
圃
書
函
朗
、
艦
臥
育
檎
目
b
　
骨
紫
他
ノ
隙
悶
臨
欄
…
ハ
乱
瓦
ハ
㎜
凹
勘
皿
ノ
名
チ
以
テ
入
倫
ロ
ス

　
ル
コ
ト
チ
得

第
七
際
　
ハ
曾
員
ハ
會
【
費
ト
シ
テ
年
四
圓
四
拾
鍍
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
前
納

　
ス
ペ
キ
モ
ノ
、
ス

一
入
條
愈
員
ハ
本
會
ノ
諸
種
ノ
會
合
二
閏
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ソ
雑
誌
『
哲

學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
際
　
本
會
規
則
ノ
改
正
礎
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
二
俵
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

書
　
記

丈
學
博
士

文
學
樽
士

丈
學
博
士

丈
學
士

丈
三
遍
士

丈
學
博
士

丈
量
博
士

交
學
博
士

丈
學
対

丈
學
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

文
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
士

寳澤小藤深松野警務田高米糊膏朝西波

嚴村西井田本上田璽瀬田野葉永田多
　專　健　丈　　　邊武庄　　三幾野

方太重治康三俊物理　次太直胤十多精

夫郎直郎三郎夫藏作元郎郎喜成恥部一



　
　
　
　
　
　
會
　
　
　
告

來
ろ
五
月
一
月
（
日
耀
日
）
午
後
正
一
時
牛
よ
り
本
會
春
期
公
開
講
演
會
を
左
の
如
く

開
催
致
候
間
御
來
聴
被
湿
度
此
段
御
古
内
申
上
候
　
　
敬
具

　
脚
、
會
　
場
　
　
　
京
都
帝
國
大
鷺
法
三
部
第
一
教
室

　
一
、
演
題

　
　
　
　
緯
謁
の
封
象
　
　
　

文
學
士
植
田
壽
藏
君

　
　
　
　
倫
理
に
就
い
て
　
　
　
　
文
學
博
士
西
　
晋
，
一
郎
君

　
大
繭
正
十
年
四
月
　
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
學
會



4rt’o

哲
學
研
つ
究
　
　
第
山
ハ
拾
轍
寡
號

薪
著
紹
介

文
化
騨
學
芯
畠
然
黒
髭

リ
ッ
カ
ー
下
聾

近　
藤
哲
雄
課

大
村
書
店
淫
行

　
歴
史
哲
學
の
硯
欺
に
、
就
て
語
ら
・
つ
歯
す
る
雲
影
誰
で
も
先
づ
リ
ツ
ケ
〃
｝

た
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
思
想
た
窺
ふ
に
最
も
纒
つ
力
材
料
に
身
ル
ノ

ー
・
ブ
イ
ソ
シ
ア
ー
の
影
響
論
丈
集
、
「
二
十
世
紀
初
頭
の
哲
學
」
　
（
σ
冨

穿
ま
m
。
㌧
三
。
ぎ
］
w
。
σ
q
陣
琴
。
霧
鱒
ρ
宣
昌
養
鳥
・
塗
）
の
中
に
牧
め
ら
れ
六

つ
維
史
哲
學
」
ハ
Ω
霧
。
三
。
尊
名
］
邑
○
。
。
ε
三
。
）
で
あ
ろ
。
彼
ほ
こ
の
論
文
に
於
て
歴

史
哲
學
の
課
題
た
根
本
的
に
展
開
し
て
、
そ
れ
な
歴
史
胴
回
り
論
理
、
睡
史
的

生
活
の
原
理
及
善
遍
史
ミ
し
て
の
歴
吏
哲
學
ミ
云
ふ
三
つ
の
都
分
に
分
つ
表

こ
れ
ら
の
申
彼
が
こ
れ
ま
で
そ
の
研
究
た
褒
表
し
六
の
は
主
ビ
し
て
、
愚
才

ら
歴
史
哲
學
の
幕
礎
で
あ
り
田
資
黙
で
あ
ろ
論
考
へ
て
た
る
更
學
の
認
識

批
鋼
に
隠
す
ろ
部
分
で
あ
ろ
Q
彼
は
そ
の
主
藩
た
「
貞
然
科
學
的
概
念
親
藩
の

限
界
」
（
9
¢
○
語
欝
2
9
コ
巨
蒋
毛
団
ω
⑳
。
器
9
p
頃
艶
9
口
切
。
σ
q
ユ
詩
び
溝
言
㈹
）

ミ
呼
ん
だ
。
カ
ン
ト
に
依
っ
て
世
界
魏
解
し
て
に
打
勝
表
れ
六
肉
然
主
義
た

方
法
論
の
方
酋
に
於
て
打
破
り
、
歴
史
酌
科
學
の
猫
立
性
の
根
擦
た
究
め
、

そ
れ
の
概
念
構
成
の
論
理
的
構
造
な
明
ら
か
に
ぜ
ん
ピ
す
ろ
の
謂
で
め
る
。

今
近
藤
氏
の
謬
さ
れ
雲
「
丈
化
科
學
定
自
然
科
學
」
（
図
包
ε
暑
ぢ
器
蕊
。
ぎ
搾

ρ
三
偶
賭
弩
程
三
鴇
Φ
諺
。
｝
捧
淳
）
に
こ
の
書
へ
の
入
円
書
で
あ
る
書
署
者
が
云
っ

て
た
ろ
。
そ
れ
ぽ
白
己
の
活
動
の
本
質
を
理
解
し
云
い
ミ
の
要
求
な
感
じ
て

み
な
が
ら
、
廣
汎
な
論
理
的
署
…
迦
な
讃
む
の
興
味
定
時
間
ミ
准
映
い
て
る
る

特
漉
科
斗
の
專
附
家
に
役
立
つ
や
う
に
書
か
れ
衷
。
私
ほ
一
般
の
誠
者
に
手

一
二
八

頃
な
こ
の
書
物
が
必
ず
そ
の
最
初
の
目
的
な
建
す
ろ
で
あ
ら
う
定
信
す
ろ
Q

そ
し
て
そ
れ
に
學
問
分
類
の
問
題
が
極
め
て
紛
糾
し
た
も
の
で
あ
り
、
　
一
見

甚
閃
軍
純
に
見
ね
る
普
麺
の
圃
式
も
そ
れ
ほ
こ
確
實
な
も
の
で
に
な
い
こ
ミ

な
明
瞭
に
し
、
こ
の
範
園
に
於
け
る
徹
底
的
な
研
究
な
喚
び
越
す
で
あ
弧
う

實
際
今
日
史
學
認
識
論
く
ら
み
有
爲
な
學
者
の
美
し
い
協
力
た
必
要
ミ
す
る
、

も
の
は
少
い
の
で
あ
ろ
。

　
醗
課
に
多
少
無
理
な
撮
し
方
で
あ
ろ
ミ
感
ぜ
ら
れ
ろ
箇
所
が
散
在
し
て
み

る
や
う
に
蝿
ね
ろ
O
私
に
諜
者
が
改
版
の
序
に
も
う
一
度
校
訂
さ
れ
、
そ
し

て
そ
の
鼎
か
な
低
能
た
悪
ま
れ
る
こ
ヒ
怨
斉
回
れ
な
か
つ
象
な
ら
ば
・
貧
し

い
我
國
の
學
界
に
定
っ
て
非
常
に
幸
煽
な
ご
ミ
で
あ
ろ
定
思
ふ
。

　
　
内
　
容
1
・

一
、
問
題
〇
二
、
歴
史
的
舩
態
〇
三
、
根
本
封
立
〇
四
、
自
然
定
丈
化
Q

五
、
概
念
虐
現
鰹
ハ
在
〇
　
六
、
自
然
薯
學
的
方
法
〇
七
、
自
然
電
歴
史
。
八
、

歴
吏
ミ
心
理
學
、
九
、
歴
史
ミ
藝
衛
。
　
】
0
、
歴
史
的
文
化
科
學
。
一
一
、

中
間
詔
旨
。
　
【
二
、
分
量
区
別
性
Q
　
＝
二
、
汲
画
商
的
個
剃
川
匂
一
四
、
文

化
歴
史
の
三
親
性
u

　
東
京
餅
草
匠
花
川
戸
町
六
五
、
大
村
書
店
嚢
行
。
酒
盛
三
戸
四
拾
鍍
。
（
三

　
木
涜
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

批
諄
的
倫
理
學
渡
蓬
龍
聖
箸

東
京
開
登
斌

ラ
ス
ク
著
法
律
哲
學
法
二
士
恒
藤
恭
次
羅
東
京
　
大
村
書
店



ル
ウ
弾
焉
各
科
数
授
法
下
巻

　　古堀富北
　　川　士澤
　　惇ヒ響種

東二撫玄一
　尽　諜　典

賓
丈
館

心
理
研
究
、
束
洋
哲
學
、
創
造
潜
Y
學
授
教
育
、
敏
育
、
内
外
数
育
詐
論
、

敏
育
學
術
界
、
数
育
研
究
、
敏
育
時
論
、
東
京
数
育
、
静
岡
教
育
、
岐
塁
教

育
、
三
重
敏
育
、
愛
知
敢
育
、
都
市
敏
育
、
信
濃
敏
育
、
佐
賀
孜
育
、
長
崎

縣
歌
育
、
営
城
数
育
、
愛
媛
敏
育
、
鹿
見
島
敏
育
、
数
育
問
題
研
究
、
日
華

公
論
、
哲
學
雑
誌
、
丁
酉
倫
理
講
演
集

静

47エ

暫
學
研
究
　
第
六
拾
露
温
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

コ
一
九

、



472

哲
墨
・
研
円
施
九
　
但
盗
ハ
拾
漁
鮎
髄
仙

一
三
〇

前
　

號目

　v
カ
ン
ト
の
永
畜
生
生
面
論
の
宇
面
…
…
…
…
…
…
文
學
博
士
朝
永
三
十
郎

兜
量
期
に
於
け
る
精
紳
黒
表
の
・
停
滞
現
象
に
就
い
て
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…

…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
丈
學
士
楢
崎
淺
太
郎

バ
ゥ
〃
・
ナ
ト
ル
プ
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
理
想
主
義
」
を
護
む
（
兜
結
）
…
…
…
…

…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
二
丁
士
長
田
　
新

合
理
性
封
非
合
理
性
の
問
題
を
通
じ
て
親
た
る
『
極
限
概
念
の
哲
學
』
…
…
…
…

…
…
…
－
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
・
…
…
…
…
：
法
學
博
士
左
右
田
喜
一
郎

藁
　
　
　
報
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…

新
著
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
・
…
…
…
…



禽日月暫定

｝
、
本
邸
へ
入
會
希
墓
ノ
方
ハ
颪
接
本
會
宛
テ
ニ
御
申
込
被
下
潮
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
轄
居
セ
ラ
レ
タ
ル
節
ハ
薩
チ
ニ
君
田
御
報
知
被
下

　
度
候

一
、
會
費
ハ
振
替
ロ
座
大
阪
謬
〇
六
六
盤
番
，
京
都
暫
學
會
宛
テ
ニ

　
御
忌
込
被
下
欄
候

］
、
本
誌
ノ
編
韓
二
蘭
ス
ル
通
信
及
紹
介
・
新
刊
書
・
交
換
難
誌
等
ハ

　
灯
…
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
聚
鳩
逃
被
下
度
候

　　

@　

@　

@　

@妹

s
響
幽
大
酵
東
都
出
門
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
ロ
座
大
阪
盤
〇
六
六
盤
番

蛎一
』
ハ

　
　
　
数
｝
定
　
　
　
　
債
「
郵

　
　
　
班
楓
金
四
捨
銭
［
金

朋
（
前
金
）
「
金
戴
圓
戴
拾
銭
【
不

十
二
冊
（
前
金
）
［
金
剛
圓
四
拾
簸
一
不

劇中1豊

税
辛く受刑

廣
薄
薄

一
頁
　
　
金
戴
拾
圓

雫
頁
ハ
取
扱
不
串

註文規定

◎
會
員
に
あ
ら
ざ
ろ
講
譲
者
の
御
謎
文
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
に
内

　
外
出
湿
糠
弍
王
事
へ
御
申
込
下
さ
れ
度
候

◎
本
誌
の
御
謎
文
に
す
べ
て
代
金
目
視
共
前
金
に
て
御
目
り
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
替
貯
金
に
て
御
迭
金
ほ
（
振
替
大
阪
三
二
九
五
五
番
）
内
外
田
版

　
橡
三
盛
趾
宛
に
雲
上
候

◎
前
金
切
れ
の
場
合
ば
帯
封
に
「
前
金
切
」
の
印
章
押
捺
致
す
べ
・
き
に

　
付
直
に
御
轍
岬
込
下
さ
れ
度
候

◎
見
本
御
入
用
の
揚
合
ば
金
四
拾
銭
御
影
9
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
請
求
書
及
領
枚
書
端
た
要
す
る
揚
合
ば
郵
券
峯
鍍
御
逡
付
下

　
さ
れ
度
候

大
正
十
年
三
月
二
十
七
日
印
刷
納
本

大
正
十
年
四
月
　
一
　
日
脚
　
　
行

編
輯
堅

調
代
衷
者

第
六
十
一
號

製複i詮照

臨鯨二

三
行
者

印
剛
者

印
尉
班

登
行
所
鯨
申
述
蝋
片

第
六
巻

第
四
珊

京
都
帝
渡
守
無
筋
學
部
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

寳
嚴
方
夫

　
　
　
大
谷
仁
兵
衛

　
　
　
　
　
還
灘
群
ゴ
一
條
洒
御
翠
町

　
　
　
　
　
西
入
　
五
十
四
番
地

　
　
　
須
磨
勘
兵
衛

　
　
　
　
　
京
都
市
牝
小
路
通
研
町
酉
入

　
　
　
内
外
出
版
嚢
御
印
響

　
　
　
　
　
京
都
市
北
小
門
廼
新
町
国
入

内
外
禺
版
株
式
才
華

掘
替
U
座
央
阪
三
二
九
五
五
香

肇
買
元
棘
鷲
露
欝
撚
響
難
内
外
農
株
式
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捲
替
d
座
央
阪
三
二
九
五
五
香

費
捌
所

（
東
京
）

上
田
屋
、

（
引
戸
）

（
京
都
）

東
京
堂
、

（
大
阪
）

寳
文
館
、

共
盛
肚

東
海
堂
、
北
野
館
、

湿
熱
館
、
三
文
批

川
獺
書
店



嚇獺

鐱y

{
庄
榮
治
郎
先
生
著

三
百
五
十
籐
頁

定
債
金
参
圓
也

上
製
五
拾
銭
増

邊
料
金
拾
入
銭

　
本
書
は
恩
讐
史
に
塾
す
る
著
者
の
近
業
を
集
録
ぜ
る
も
の
な
り
。
或
は

斯
學
の
理
論
に
画
す
る
雄
篇
あ
り
、
或
は
精
細
な
る
考
量
あ
り
、
叉
或
は

輕
妙
な
ろ
小
晶
あ
り
。
江
湖
の
一
讃
を
薦
む
。
内
容
左
の
如
し
。

　
　
第
一
篇
、
経
濟
襲
達
階
段
説

　
　
第
二
篇
、
自
然
マ
」
経
濟

　
　
第
三
篇
、
明
治
の
人
ロ

　
　
第
四
篇
、
明
治
の
米
贋
調
節

　
　
第
五
篇
、
貯
穀
マ
」
常
膝
皿

　
　
第
六
篇
、
徳
川
時
代
の
諸
研
究

　
　
　
一
、
徳
川
時
代
の
経
濟
學
説

二
、
徳
川
時
代
の
封
建
制
度

三
、
徳
川
時
代
農
本
の
意
義

四
、
士
農
工
商
の
辮

五
、
寳
暦
以
後
の
雷
門

六
、
徳
川
時
代
の
織
物
税

七
、
幕
末
の
物
慣
騰
貴

肚會三蓋版出外内（醤監翌月靴町締鯨所行
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大
正
五
年
四
月
六
厨
笙
二
耗
郵
．
視
物
認
可
大
正
＋
年
三
月
二
十
七
日
印
刷
納
本
（
毎
冠
】
圖
一
日
百
行
）


